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論文内容の要旨
λファージは大腸菌を宿主とする溶原性ファージである。近年このファージに関する遺伝生化学的
研究の発展はめざましく、 特に遺伝情報の発現機構、 即ち、 遺伝的制御機構に関して重要な知見
が得られつつある。ところが、このファージの化学的な性格については、比較的知られるところが少
なく、先の遺伝生化学的研究で得られた諸仮説を明らかにするためにも、化学的研究が大いに望まれ
ている。そこで λ ファージが産生するエンドライシン(溶菌酵素)を単離し、その化学構造の決定を
行なった。
λ エンドライシンは、熱誘起性の溶原菌、 E.coliK 12S (λCI857) を熱処理して得られる溶菌液か
ら、 2 種のカラムクロマトグラフィーとゲルj戸過を繰り返して単離精製した。この蛋白のアミノ酸配
列を決定する為、まず、 トリプシン消化を行ない、それによって得られた 2 7 種のペプチドの構造を
解析した。
蛋白の一次構造を決める為には、これ等のトリプシンペプチドの蛋白中における配列順序を決定すれ
ば良いわけであるが、その為に蛋白をさらに、ペプシン、サーモライシン、 BrCN を用いて部分分解
した。
ペプシン分解の研究の結果、先に得られたトリプシンペプチドを一本鎖のポリペプチドに配列する
ことが出来、 λ エンドライシンの一次構造をほぼ明らかにすることが出来た。この研究では実験的根
拠の少ない部位が少なからず残されていたが、他の三種の分解法で得られたペプチドの構造解析の結
果、ペプシン分解法で仮定した構造に間違いのないことが確かめられ、エンドライシンの全構造を決
定することが出来た。
この蛋白は、 157 ケのアミノ酸から成るポリペプチドであることが判ったがこの蛋白の大きさは
他の研究者により調べられた λ エンドライシンの分子量ともよく一致している。
λ エンドライシンは、卵白やT4 ファージに由来するリゾチームと同様に、細菌の細胞の溶解を起
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す酵素であるが、アミノ酸配列に関する限り、 λ エンドライシンは他のものと全く異なっている。特
に同じ大腸菌を宿主とする T 4 7 ァージのリゾチームと類似性がないということは興味深く、 λエンド
ライシンのrl('ï性質を調べ、 T 4 ファージリゾチームと比較考察した。
論文審査結果の要旨
この論文は大腸菌を宿主とする λ ファージ、の溶菌酵素について研究したものである。 λ ファージは、
その遺伝的並びに lifecycleの制節機構の最もよく研究されているウイルスとして代点的なものである。
今問勝君は λ遺伝子上のお端近くに存布する同室伝 rによって制御される溶菌酵素を精製し、その蛋
白の一次構造をひど心した。 λファージの溶原化した大腸菌を熱誘導で溶菌液を作り種々のカラムクロマ
トグラフィーを Hipて均ーな酵素蛋白を精製した。この蛋白をトリプシン，ペプシン， キモトリプ
シン，サーモライシン，ブロムシアンの 5種類の方法を用いて ì'H)分分解し、二百にのぼるペプチドを
単離し、その構造を研究し、 157 ケのアミノ酸からなる λファージの令構造をほ J決定することが出
米た。この構造は現{t:迄に構泣がII):j らかにされた卵 (1 、 T 4 , T 2 ファージの溶菌酵素リゾチームとは
全く異っていて、且つ基質特異性も異っている。このように新しいタイプの溶菌酵素の性質や一次構
造が明らかになったわけであるが、この研究の大きな広義は出発材料の A フアージが生命の神秘を解
く一つの代表的研究対称として取り上げられていることである。この λ フアージの生産する蛋白の一
次構造が明らかになったのは今回君の研究が最初である。更にこの酵素がλ フアージの遺伝子上最右
端の R遺伝子によって制御されてい、且つその遺伝一子DNAが単離される-可能性がHogness らによって
示されている現在、直接 DNA-蛋白間の遺伝情報の関係、遺伝情報の発現の過程等を解明する上で重
大な基礎的貢献を果すものと思われる。
以上のような内容を判断して珂学博士の'予位論文として十二分の価値あるものと判定する。
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